
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
十
四
号

(昭
和
六
十

一
年
三
月
十
八
日
)

〈
資
料
紹
介
V
水
無
瀬
氏
成
伝
●

和
歌

テ

ニ
ヲ

ハ
論
書

川

平

ひ

と

し

こ
こ
に
紹
介
す

る
の
は
、
和
歌

テ

ニ
ヲ

ハ
論

の
領
域

に
属
す

る
、
水
無
瀬
氏

成

(元
亀
二
年
/
皿
ー
寛
永
二
一
年
/
翩
)
の
伝
書

で
あ

る
。
す

で
に

本

誌

前

号

(第
13
号

昭
60
.
3
)
に
お
い
て
、

こ
の
書

の
存
在

に
つ
き
簡
単
に
註

記
し

て

(1

)

お

い
た
。
本
書

の
内
容
を
読
み
、
か

つ
位
置
づ

け
る
た
め
に

は
、
論
者

・
水

無

瀬
氏
成

の
和
歌
的
事
蹟

に
つ
い
て
十
全
な
知
見
を
得

て
お
く
必
要
が
あ

る
が
、

い
ま
そ

の
詮
議
と
記
述

は
ひ
と
ま
ず

措
き
、
量
に

つ
い
て
み
る
と

極
め
て
零
細

な
書
に
す
ぎ

な

い
本
書

の
含

み
も

つ
問
題

性
に
引

か
れ
て
、
幾
分

か
の
解
説
と

共
に
、
そ
の
本
文
を
翻

刻
し
た
い
と

思
う
。

伝

本

今

の
と

こ
ろ
知
り
う

る
伝
本
を
、
後
述
す
る
目
安

に
従

い
甲
乙

二
類
に
分
け

て
列
挙
す
れ
ば
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

〈
甲
本
〉

①
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

(
醜

・
44

・
黼
)

貞

享
四
年

(
嫐
)
写
か
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(
疏U

1

6

●
9」

2

2
)

文
政

六
年

(㎜
)
源
慶
定
写
。

③
三
康
文
化
研
究
所

附
属

三
康

図
書
館
蔵
本

(
5
・
㎜
)
江
戸
中
期
写
。

④
鹿

児
島

大
学
附
属

図
書
館
蔵

玉
里
文
庫
本

(地
6

・
㎜
)
『
天
尓
遠
波
部
類
』

所
収
。

「
歌
道
秘
蔵
録
」
等
と
合
写
。
天
保

一
五
年

(
照
)
源
忠

教

写
。

(国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
)

⑤
東
山
御
文
庫
蔵
本

(
捌

.
4

.
38

・
-

・
4
)

「
手
余
波

大
概

抄
」
等

に
合
写

。

(
写
真
版
に
よ
る
)

⑥

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

(

5

00

1ー凸

51

・
4

・
192

)

「宸
筆
御
願
書
等
之
写
」
等

に
合
写
。

江
戸
中
期
写
。

⑦

宮
内
庁
書

陵
部
蔵
本

(鷹

・
麒
)

'
『
和
歌
天
爾
遠
波

三

伝
』
所

収
。
嘉

永

五
年

(
2581
)
鷹

司
政
通
写

(同
稿
本
)
。

⑧
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(べ
U
●
00

01凵

」畳
)

『
和
歌
伝
書

一
四
種
』

(二
冊
)
所
収
。

「
新
撰
和
歌
」
鮗寺
に
合
写
o

丗瀦
・氷
亠ハ
年
協鷹
司
政
通
写
。

〈
乙
本
〉
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⑨

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
本

(中
院

・
6

・
廻
)

、
江
戸
初
期
写
。
巻
紙

。

⑩

東
大
寺
図
書

館
蔵

本

(
42

.
17
)

「
天
爾
袁
波
抄

」
に
合
写
。
享
保

一
九
年

(
71
)
宝
生
堂

成
慶

写
。

甲
本
諸
本

の
巻

末
に

「
七
月
十

一
目

氏
成
」
と
あ
る
。
甲
本

は
某

年

の

同
月
日
、
氏
成

に
よ
り
筆

録
あ
る

い
は
論
述
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
も
の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
④

を
除
く

七
本

に
は
こ
ぞ

っ
て
、
本
書
が
氏
成

か
ら

九
条
道
房

.
松
殿
道

基

へ
相

伝
さ
れ
た
書

で
あ

り
、

か

つ
同
書
を
も

っ
て
書
写

し
た
旨

の
奥
書
が
見
え

る

(翻
刻
参
照
)
。
③

に
年
記

以
下
を
、
⑤

⑥

に
署
名

の

み
を
欠
く
点

に
留
意
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

(
つ
ま
り
氏
成
以
降
、
下
記
す
る
氏

徳
以
前
の
中
間
に
、

一
つ
の
享
受

の
段
階
が
あ

っ
た
こ
と
も
想

像
さ
れ

る
)
が
、
ひ
と

ま
ず
当
奥
書

は
、
正
保

二
年

(
5461

)
賀
茂
氏
徳
が

甲
本
を
書

写
し
自

ら

の

手
沢

本
と
し
た
と
い
う
経
緯

を
伝

え
る
も
の
と
考

え
て
お
き

た
い
。
氏
成

の
没
す

る

翌
年

の
正
保

ご
年

に
は
す

で
に
、
本
書

は
享
受

さ
れ
流
布

し
て
い
た
ら

し
い
。

こ
れ

以
降

の

(後
述
す
る
以
外
の
)
書
写
奥
書

の
類

に
つ
い
て
の
詮
索

は
割
愛
し

よ
う
。
重
要
な

の
は
甲
本

の
伝
存
形
態

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
①
②
③

は

「
和
歌

之
切
字
可
心
得
事
」

の
後

に
付
載

・
合
写
さ
れ
、

『
和
歌
当
務
抄

』
の
名
の
も

と

に
統
括
さ
れ
て

い
る
。

残
り
の
五
本
は
単
独
本
で
あ
る
。

た
だ

し
小
規
模

の

書

の
こ
と
と
て
、
五
本
と
も
先
記
し
た
よ
う

に
、
何
が

し
か
他

の
書
と
合
綴

さ

れ
た
形
で
伝
存

し
て

い
る
。
前
稿

に
お
い
て
、

「和
歌
之
切
字

可
心
得
事
」

は

本

書
と
切
離

し
て
扱
わ
れ
る
べ
き

こ
と
を
述

べ
た
が
、
逆

に
、
如
上

の
本
書

の

伝
存

形
態

の
側
か
ら
も
ま
た
、
そ
れ
を
確
認

し
う
る
。
本
書
も

「
和
歌
之
切
字

可
心
得

事
」

と
同
様

、
独
自

の

一
書
と

し
て
内
在
的

に
吟
味

さ
れ

る
べ
き
な

の

で
あ

る
。
と

こ
ろ
で
、
本
書

の
名
称

は
、
①
②
③

に

「
和
歌

秘

説
」
、
④
⑤
⑥

に

「
和
歌
手
尓
於
葉

の
秘
蔓

倭
歌
秘

説
」

(表
記
に
小
異

あ
り
。
い
ま
④

に
よ

り
示
す
)
と
あ
る
。
⑤

に
は
特

に

「和
歌

て
に
を
は
の
秘
事
水
無
瀬
氏
成
伝
」

の
扉

書
も
見
え
る
。
⑦

に
は

「和
歌
天
尓
遠
波
説

氏

成

卿

伝
」
、

⑧

に

は

「
水

無
瀬

氏
成
卿
伝
実
陰
公
蔵
秘
書
天
尓
遠
波
説
」
と
あ

り
、

一
定

し
て
い

な

い
。

後

述
す

る
乙
本

に
固
有

の
内
題

・
端
作

の
類
が
見
当
ら
な

い
こ
と
を
も
考

え
合
わ

せ
る
と
、
今
日
伝
え
ら
れ
て

い
る
の

は
い
ず

れ
も
後

人
に
よ
る
呼

称

で

あ

ゐ

て
、
本
書

は
元
来
、
特

定
の
名
称

を
も
た
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

、

.
乙
本

は
、
甲
本

に
見

え
る

「
七
月
十

一
日

氏
成
」
を
欠
く

こ
と
、
内
容

・

構
成

に

一
部
出

入
り
が
存
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
甲
本
と

は
区
別
さ
れ
る
。

も

は
や

「
和
歌
之
切
字
可
心
得
事
」
と
結
び

つ
く

こ
と
な
く
、
⑨

は
単
独

で
、
⑩

は
他
書

(
い
わ
ゆ
る

「
姉
小
路
式
」

の
一
本
)
と
合
綴
さ
れ
て
、
各

々
・伝

存

し

て

い
る
。甲

本

・
乙
本
の
相
違

大

む
ね
同

一
の
書
と
認

め
ら
れ

る
も

の
の
、
何
故

一
部
相
違

の
あ
る
甲
乙
両

本
が
存
在
す

る
の
だ

ろ
う

か
。
そ

の
理
由
を
考

え
る
前

に
、

ま
ず
両
本

の
相
違

点
を
明
ら

か
に
し
て
お
く

べ
き

で
あ

る
。
既
述

し
た
と

こ
ろ
に
加
え
て
指
摘
し

う

る
諸
点
を
記

し
て
み

よ
う
。

ω

細

か
に
見

る
と
、
字
句

の
出
入
り
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
特

に
乙
本

末
尾

に

「
此

一
巻
包

紙

の
書
付
写
之
」

(⑨
に
あ
り
、
⑩
は
こ
の
一
文
を
欠
く
)
と

註

し
て
若

干
の
書
加

え
が
見
ら
れ

る
。
甲
本

は
右

の
形
式
を
と
ら
な
い
。
そ
も
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そ
も

こ
の
部
分

は
前
段

の
本
文
中

に
既
出

の
も

の
と

一
部
重
な

っ
て

い
る
。
要

点
を
摘
記
し
た
と
見
ら
れ
る
。

②

項
目

の
排
列

・
構
成
の
相
違
。
著

し
い

の

は

「哉
」

「
つ
x
」

の

位

置

で
、
甲
本
は

「哉

」
の
項
を
前

に
置
き
、

乙
本

は

「
つ
二
」

か
ら
説
き
起

こ
し

て
い
る
。

③

甲
本

は
惣

じ
て

一
つ
書

の
形
式

に
従

っ
て
い
る
が

乙
本

は
必
ず

し
も
そ
れ

に
よ
ら
ず
、

比
較
的
素
朴
な
様
態
を
見

せ
て
い
る
。
た
だ

し
そ
れ

は
⑨

の
場
合

で
あ

っ
て
、
⑩

の
各
項

の
頭

に
は
等

し
く

「
一
」
字
が
冠
さ
れ
て

い
る
。

甲
乙

対
立

し
な
が
ら
も
、
な

お
形
式

の

一
部

に
お
い
て
は
乙

の
中

に
も
差
異

の
あ
る

こ
と

に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o

ω

本
文
中

二
箇
所

に
、

三
光
院
実
枝

の
説

に
よ
る
旨

の
記
載
が

見
rら

れ

る

が
、

こ
れ
を
甲
本

は

「
三
光
院
殿

の
説
也
」

「
三
光
院
殿
御
説
也
」
の
如
く
記

し
、
乙
本

は
敬
称
を
用

い
る

こ
と
な
く
単
に

「
三
光
院

の
説
な
り
」

「
三
光

院

説
」
と

の
み
記
し
て

い
る
。
筆

録
時
に
お
け
る
意

識
の
相
違

を
指
摘

し
う

る
。

⑤

乙
本
中

の
四
箇

所
に

「候

」
の
文
体
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
甲
本

に
は
、
右
に
対
応
す
る
待

遇
表
現

は
認

め
ら
れ
な

い
。

こ
の
点
も
前
項
ω
と
同

様
、
意
識
の
相
違
1

こ
の
場
合
は
執
筆
対
象
に
関
わ
る
ー

に
根
差
す
も
の

で

あ

ろ

う
。

以
上
の
相
違

点
を
眺
め
る
と
、

思
い
は
自
ず
と
甲

乙
両
本

の
成
立

の
先
後
関

係

に
及
ぶ
。
特

に
ω

の
事
態
、
あ

る
い
は
㈲

か
ら
判
断
す

る
と
、
第

一
に
甲
本

は
乙
本

に
比
べ
て
、

よ
り
整
備

の
手
が
加
わ

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

す
な
わ

ち
乙
本
先

出
を
想
定

し
う

る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
第

二
に
、
④
⑤

に
端
的
に
現
れ

て

い
る
通
り
、
甲
乙
は
、
執
筆

あ
る
い
は
論
述
す

る
際

の
、

目
指
す
相
手
が
異

な

っ
て
い
た
だ

ろ
う
と

い
う
推
測
も
容
易

に
導
き
出

せ
る
と
思
う
。
そ
れ
ら
成

立
時
期
、
執
筆
な

い
し
論
述

の
対
象

の
間
題

に

つ
き
、

一
歩
考
え
を
進

め
て
お

こ
う
。

ま
ず
、
甲
本

の
奥

に
見
え
る

「
氏
成
」

の
署
名
か
ら
、
甲
本

の
内
容
は
、
氏

成

の
出
家

(法
名
是
空
)
し
た
寛
永

一
九
年

一
〇

月

二
二
目

(公
卿
補
任
)
よ

り

以
前

に
筆
録
さ
れ
た
と
す
る

の
が
順
当

で
あ
る
。

署
名

「
氏

成
」

の

後

に

在

る
、
賀
茂
氏
徳

の
も

の
と
覚
し

い
識
語
に
云
う
と

こ
ろ
を
信
ず

る
な
ら

、
道

房

や
道
基

へ
の

「
相
伝
」
の
時

点
は
、
勿

論
、
氏

成
の
没
す

る
寛
永

二

一
年
九
月

一
七
日
以
前

の
事
で
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
が
、
右
述

し
た
点

を
考

え
合

わ
せ
る

と
、
甲
本

成
立
の
下
限
を
幾

分
引

上
げ

る
こ
と
が

可
能
と
な

る
。
と
も
あ
れ
甲

本

の
所
説
は
、
老
練

の
歌

人
氏
成

か
ら
比
較
的
少
壮

の
堂
上
歌
人

た

ち

(
仮
り

に
寛
永

一
九
年
を
目
安
と
す
れ
ば
、
氏
成
七
二
歳
、
道
房
三
四
歳
、
道

基

二

八
歳
)

へ

「相
伝
」
さ
れ

た
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
。

乙
本

の
⑩

の
場
合
、
事

の
次
第

は
や
や
明
確

で
あ
る
。

同
本
の
本
奥
書
に
次

の
如
く
記
さ
れ

て
い
る
。

右

一
巻
雖
秘
伝
九
条
殿
下
幸
家
公
依
御
所
望
奉

相
伝
、
以
其
次

令

伝

受
、

更
不
可
有
外
見
者
也

(
マ
マ
)

寛
永
十
五
年
十

一
月
五
目

前

中
納

言
氏
何

信
濃

小
路
淡
路
守
殿

寛
永

一
五
年

(
8361

)
氏
成
は
従

二
位
前
権
中
納

言
、

六
八
歳
。
右

の
年

記

に

矛
盾
は
な
く
、
識
語
の
内
容

も
信

ず
べ
き
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ

に
よ
れ

ば

氏
成

(「
何
」
は
誤
写
で
あ
ろ
う
)
ば
右

の
折
、

乙
本

の
内
容
を

「
信
濃
小
路
淡

一18一
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路
守
」

に

「
伝
受
」
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
九

条

幸

家

(忠
栄
。
前
出

の
道
房
の
父
)

に

「
相
伝
」
し
た
際

、
次

で
に
な
さ
れ
た
ら
し
い
。

両
度

の

「
相

伝
」

「
伝
受
」
は
ど
れ
位

い
の
時
日
を
措

い
て
な
さ
れ

た
の
か
、

ま
た
各

々
の

折
の
子
細
な
ど
、
細

か
く
検
討
す

べ
き

で
あ

る
が
、
右

の
み
か
ら

は
必
ず
し
も

審

か
で
な
い
。

た
だ
、
⑩

の

「
伝
受
」

の
相
手

で
あ

る

「
信
濃
小
路
淡
路
守
」

(2

)

は
九
条

家
諸

大
夫

の
家
筋

の
者
と
見
ら
れ

る
点

は
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
氏

成

の
自
説
開
陳

は
摂
関
家

の
主

の
み

で
な
く
、
そ

の
近
臣

へ
も
及

ん
で

い
る
の

で
あ

る
。
な

お
⑨

に
は
、
右

の
奥
書

は
見
え
な

い
。

こ
の
事

実

と
、
先

記

③

の
、
⑨
⑩

に
差
異

の
あ
る
事
と
を
勘
合
す
る
と
、
本
文
上
同
類
で
あ

る
⑨
⑩

の

間

に
お

い
て
も
、
執
筆

(
論
述
)
対
象
の
異

っ
て

い
た

こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。

以
上

の
よ
う
に
甲
本

・
乙
本
の
相
違

に
留

意
し
な
が

ら
伝
本

の
周
辺
を
尋

ね

て
み
る
と
、
氏
成
は
本
書

の
内
容

を
少
く
と
も
数
度

に
亘

っ
て
披
瀝
す

る
折
が

あ

っ
た
こ
と
、

さ
ら

に
、
⑩
巻
末

に
云
う

「
包
紙

の
書
付
」

の
形
式

で
、
別
途

に
自

説
の
要
点

を
認

め
る
折
も
あ

っ
た

こ
と
を
知
り
う

る
。

本

文

の

概

要

と
位

置

相
対
的

に
よ
り
整
序
さ
れ
た
体

裁
を
も

つ
甲
本
に
従

っ
て
、
所
載
各
箇
条

の

冒
頭

の
み
を
辿
る
と
、

「
哉
の
事
」

「
い
ひ
な

か
す
哉

の
事
」

「
か

へ
る
哉

の

事

」

「
大
ま
は
し
の
事
」

「
は
ね
字

の
事
」

「
惣
別
哥

て
に
を

は
の
事
」

「
筒

の
事
」

の
如
く

で
あ

り
、
論
説
中

で
言
及
さ
れ

て
い
る
語
を
列
挙
す
る
と
、

哉

つ
エ

ら
ん

か

か
に

や

か
も

に
て

そ

ー
け
る

こ

そ

ー
け
れ

や

ー
ら

ん

し
る

ー
け
れ

(乙
本

「
し
て
け
れ
」)

や

の

に

て

つ

の
如
く

で
あ

る
。
ま

た
引
用
歌

は
八
首

(
乙
本
九
首
)
、

他
に

一
部

の
歌
句

の
み

載

せ
る
も

の
が

六
首
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
眺

め
る
と
本
書

に
お

い
て
は
、

ヘ

へ

例
歌

に
即
し
な
が
ら
、
各

々
の
テ

ニ
ヲ

ハ
の
も

つ
表
現
上
の
あ
や
が

具
体
的

に

詮
義
さ
れ
て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

言
説
の
中
核

と
な

る
の
は
「
哉
」

と

「
つ
玉
」

で
あ
る
。

甲
乙
両
本
が

右
の
片
方

の
語

を
冒
頭
に
据

え
て
い
る
こ

と
に
、

「
哉
」

「
つ
x
」
を
特

に
重
視
す

る
意

識
は
よ
く
現
れ

て
い
よ
う
。

い

ヘ

へ

ま
、
よ
り
記
述
の
詳

し
い

「哉
」

に

つ
い
て
み
る
と
、
あ
や

の
指
摘

は
次

の
よ

う
な
諸
側
面

に
及

ん
で
い
る
。

④

「
こ
れ

じ
や
」

の
意
を
持

つ
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
場
合

は

「
つ
二
」
に
通

う
。

@

「
か
」

「
が

に
」
と

「
哉
」
と

の
関
連
。

の

「
つ
x
」
と

の
呼
応
関
係
。

場
合
に
よ
り

「
つ
瓦
」
の
意
を
も

つ
こ
と
。

㊥

「
哉
」
と

は
異
な
る

「が

し
の
例
。

㈲

「
い
ひ
な
が
す
哉
」
と
、
そ
れ
に

「
ふ
き

な
が
す

哉
」
と

「
治

定

す

る

哉
」
の

二
種

あ
る
こ
と
。

⑭

「哉

」
と
呼
応
す

る
語
。
上

の
句
末

に

「
ら

ん
」
と

「
は
ね

て
」

「
哉
と

留

る
」
場
合
。

「
や
」
と

の
呼
応
如
何
。

㈲

「
か
」

「
哉
」

「
や
」
と
が
通
う
例
。

り

上

に
呼
応
す
る
語
を
も
た
な

い
「
哉
」
留

ま
り
の
例
。
「
か
も
」
と

の
関
連

。

㊥

「
に
て
」
留

ま
り
と
の
関
連
。

㈲

上
に

「
か

へ
る
」
哉

の
用

法
。

こ
こ
に
あ
る
の
は

「
哉
」

の
修
辞

性
を
め
ぐ

る
姿
形
論
、
あ

る
い
は

一
種

の

類
型
論
で
あ
る
。

た
だ

し
言
説
の
あ

り
様

は
、
右

に
列
挙

し
た
と

こ
ろ
か
ら
も
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窺

え
る
通
り
、
非
体
系
的

で
あ
る
。
具
体
的
な
和
歌
表
現

に
密
着
し
て
語
る
分

だ
け
、
語
法

の
次
元

へ
の
理
論
的
昇
華

の
度
合

は
微
弱
で
あ
る
と

も

言

え

よ

う
。

ま
た

「
哉
」

(
や

「
っ
』
」
)

へ
の
関
心

は
す

で
に
中
世

テ

ニ
ヲ

ハ
論

(和

歌

・
連
歌
を
含
む
)
に
見
ら

れ
る
と

こ
ろ
で
あ

り
、

た
と

え
ば

「
哉
」

に
関
す
る

類
型
論
も
早
く
所
謂

『
姉
小
路
式
』

に
お
い
て
細

か
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。

そ

れ
ゆ
え
、
中
世
以
来

の
テ

ニ
ヲ

ハ
論
史

の
流
れ

の
中

で
眺

め
る
と
き
、
氏
成
の

所
説

に
格
別

の
独
自
性
を
認
め
る

こ
と

は
難
し

い
で
あ
ろ
う
。

し

か

し

な

が

ら
、
本

テ
キ
ス
ト
に
現
れ
た
と

こ
ろ
を
和
歌
史

の
事
象
と
し
て
把

え

返

す

と

き
、
自
ず
と
別
途

の
吟
味
と
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

私
見

に
よ
れ
ば
、
中
世

テ

ニ
ヲ

ハ
論

は
基
本
的

に
表
現
論
的
な
性
格
を
備
え

て
お
り
、
中
世
後
期

に
至
る
に

つ
れ
て
、
当

の
性
格

の
中
に
、
伝
授
的
性
格

と

併
行
し

て

〈
修
辞
論
的
〉
な
性
格
が
色
濃
く
滲
出
し
て
く
る

こ
と
に
よ
り
、
前

(
3
)

代
と

は
様
相

の
異
な
る
理
論
枠
組
が
生
起
す
る
、
と

い
う
展
望
を

想

定

し

う

る
。

右

の
展
望

の
も
と
に
当

該
テ
キ

ス
ト
を
置
く
と

、
わ
れ
わ
れ

は
、
中
世
後

期
に
達
成
さ
れ
た
理
論
枠
組
が

根
強

く
継

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
と
同
時

に
、

こ
う
し
た
伝
書
を
存
在

さ
せ
た
、
江
戸
初
期

に
お
け

る
和
歌

テ

ニ
ヲ

ハ
論

の
状

況
の

一
端
に
接
す

る
ご
と

に
な

る
の
で
あ

る
。
従

っ
て
本
書

の
含
み
も

つ

当
代

性
を
広

い
視

野
に
お
い
て
さ
ら
に
吟
味

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

で

あ

ろ

う
。

い
ま
そ
の
作

業
を
細
か
く

進
め
る
余
裕

は
無

い
が
、
差

し
当

り
、
問
題

の

在
り
処
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本

テ
キ

ス
ト
の
記
載

か
ら
次

の
二
点

に
着
目

し

て
お
き
た

い
。

ω

三
光
院
実
枝
説
の
受
容

.
三
光

院
の
テ

ニ
ヲ

ハ
説
が
細
川
幽
斎

に
受
容
さ
れ

て
ゆ
く
様

は
次

の
よ
う
な

記
載

か
ら
具
体
的

に
察
知
さ
れ
る

(本
文
は
月
本
歌
学
大
系
六
に
ょ
る
)
。

哉
と
申
す
に
三
あ
り
。

三
光

院
殿
古
今
御

伝
授

の
と
き
仰

せ
ら
れ

て
き

か

せ
ら

れ
た
り
。

一
に
は
中

の
哉
、

二
に
は
か

へ
る
哉
、
三

に
は
ふ
き
な
が

す
哉
也
。

(
『耳
底
記
』)

つ
X
留
り
、
幽
斎

よ
り
く

仰
せ

に
、
三
光
院

は
、

つ
」
ど
ま
り
の
歌
未

練

の
作
者
当
時
よ
む
と
も

い
ひ
お
ほ
せ
が
た
し
。

少

々
な
ら
ば

用
捨
す

べ

し
と
仰

せ
ら
れ
し
と
な
り
。

(『聞
書
全
集
』
巻
二

・
歌
の
と
ま
り
の
事
)

右

に
見
ら
れ
る
三
光
院
と
、
氏
成
伝
書

所
引

の
同
説
と

の
符

合
に
注
意
す

べ
き

(4
)

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
氏
成
は
ど
の
よ
う
な
経
路

で
三
光
院

説
を
摂
取

し
た
の

か
を
問
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
い
は
、
広
く
言

え
ば
、
先
述

し
た
中
世
後

期
の
理
論
枠

組
の
継
承
の
あ

り
方
如
何

の
問
題
と
深
く
結
び

つ
く
も

の
と
思
わ

れ
る
。

②

連

歌
に
お
け
る
所
論

へ
の
言
及

甲
本
に

一
箇

所
、
乙
本

に
二
箇
所
、
各

々
連
歌

の
領
域

に
お
け
る

テ

ニ
ヲ

ハ

説

へ
の
言
及
が
見
ら
れ

る
。
本
書

の
所
説

は
、
当
代

に
お
け
る
連
歌

テ

ニ
ヲ

ハ

論
と

同

一
の
地
盤

の
上

で
な
さ
れ
て

い
る
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ

ぽ

な

ら

な

い
。

流
布
状
況

氏

成
伝
書
が

一
定

程
度
流
布

し
た
だ

ろ
う

こ
と

は
、
本
書

の
奥
書
類
か
ら
知

ら
れ
る
氏
成
自
身

に
よ
る
幾
度

か
に
亘

る
営
為

か
ら
も
推
測
さ
れ
る
と

こ
ろ
で

あ

る
。
流
布

の
証
跡

は
、

さ
ら

に
、
⑨

の
包
紙

に
見
え

る
次

の
書
面

の
記
載

に

も
現
れ
て
い
る
。
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追
而
左
之
両
首
御
添
削
頼
入
存
候
、

此
他
御
詠
於
有
之
者
可
示
給
候
哉
、
尤
不
可
有
他
見
候
、

拙
僧
為
稽
古
披
覧
大
望
存
候
、

先

日
約
諾
申

入
候

一
巻

入
賢
覧
候
、
下
官
所
持
之
本
者
小
野

二
有
之
候
故
、

以
類
本
令
模
書
候
、
重
而
参
会
之
節
可
得
貴
意
候
、
就
中

つ
N
留
之
事
、
先

年
密

≧

二
通
村
公
雖
蒙
雅
訓
候
、
未
練
故
、
不
分
明
、
残
念
不
過
之
候
、
猶

期
面
謁
之
時
候
也
、
謹
言

極
月
+
九

口

垂
厳

歳
暮

か
そ
ふ
る
に
四
十
も
ふ
り
ぬ
雨
雲
の
ま
よ
は
ぬ
年

ハ
よ
そ
に
く
ら
し
て

事
な
く
て
く
ら
せ
る
身
に
も
行
年

の
か
へ
ら
ぬ
老
の
な
み
そ
こ
え
ぬ
る
・
.

源
大
納
言
殿

(5
)

右

は

「
垂
厳
」
か
ら
、
恐
ら
く
中
院
通
茂

へ
宛
て
た
と
目
さ
れ
る
消
息
で
あ

る
。
中

に
、
通
村
ら

に
お

い
て
、

「
つ
玉
」

の
説
を

め
ぐ
り
談
議

の
あ

っ
た

こ

と
を
伝
え

て
い
る
が
、
同
時

に
傍
線
部

に
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
通
り
、
氏
成
の

伝
書
が

一
つ
の
由
緒
あ
る
論
書
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
も
教

え
て

く
れ
る
。

通
茂
の
周
辺
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
資
料

も
見

ら
れ

る
。
京
都
大
学
附

属

図
書
館
蔵
中
院
本

『
御
伝
授

不
審
御
勅
答
控
』

(申
院

・
5
・
81
)

一
冊

は
、
'

通
茂
関
係

の
書
付
類
を
集
録

(目
録
に
よ
れ
ば
通
茂
自
筆
)
し
た
も

の
で
あ
る
が
、

中

に
、

「
つ
二
」
を
細
か
く
沙
汰
し
た
勘
返
状
を
含

ん

で
い
る
ゆ
次

の
条

は
注

意
さ
れ

る
。

一

な
か
ち

つ
二
と
申

ハ
や
す
く

か
ろ
く

候
と
や
ら

ん
承
及
候
、

此

な

か

ら

つ
鼠
ハ
乍
と
申
字
之
由
、
水
無
瀬
殿
巻
物

に
も
み
え
候
欽

(略
)

傍
線
部

は
当
該
氏
成
伝
書
そ

の
も

の
を
指
す
と
し

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

当
勘

返
状

は
通
茂
乏
誰
と

の
間

の
も

の
か
に
つ
い
て

は
な
お
細
か
な
検
討

を
要

す
る

が
、

こ
こ
に
お
い
て
も
氏
成
説
が

一
つ
の
拠
り
所
と
し
て
参
照
さ
れ
て

い
る

ζ

と
を

理
解

し
う

る
o

以
上

の
関
連
資
料
を
眺

め
る
こ
と

に
よ

っ
て
も
、
す

で
に
、

こ
の
時
期
、
堂

上
歌
壇

に
お
い
て
テ

ニ
ヲ

ハ
が
頻
り

に
取
沙
汰
さ
れ
て

い
た
状
況
が
窺
知
さ
れ

る
が
、
採

り
あ
げ

た
氏
成
伝
書
も
ま

た
、
そ
う
し
た
状
況

の

一
端
を
担

っ
て

い

る
の
で
あ

る
。
当

の
状
況

の
有
様
と
そ

の
意
義
を
検
討
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

本
資
料
を

一
回
り
広

い
視
野

で
把
え
返
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

稿
を
改

め
て
考
え

て
み

た
い
。

r
述

べ
た

よ
う
な

テ
キ
ス
ト
の
状
況
を
勘
案
七
て
、
後

の
翻
刻
に

は
、
辱
甲
本

つ

乙
本

の
本
文
を
共

に
掲
げ
る

こ
と

に
し
た

い
。

そ

の
際
、
も
と

の
字
体

を
大
む

ね
通
行
字
体

に
改

あ
、
私
意
を
も

っ
て
読
点
を
付
す
。
底

本

は
、
甲
本
は
①

の

静
嘉
堂
本
、
乙
本

は
⑨

の
中
院
本
で
あ
る
。

な
お
底
本

と
同
類
の
他
本
と

の
校

異
を
示
し
て
お
《
。

異
同
の
状

況
は
、
選

ん
だ
底
本

の
劣
性
を
裏
づ

け
る
も

の

で
は
な
い
が

、
異
文
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
限

っ
て
掲
出
す

る
。

「(合
点
の
出
入

り
は
省
略
)
。
参
照
本

は
、
甲
本
に

つ
い
て
は
③
の
三

康

本

(略
称

「
三
」
)
と
⑤

の
東
山
本

」(伺

「東
」)
。

乙
本

に
り

い
て

は
⑩

の
東
大
寺
本
と
対
校
す
る

(
異
同

箇
所
を
通
し
番
号
で
示
す
)
。

翻

、刻

〈甲
本
〉

(底
本
は
先
記
①
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
)
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和
歌
秘
説

一
哉

の
事
、
所

に
よ
り
て
言
語
道
断
こ
れ
し
や
と

云

こ
x
ろ
あ

り
、

心
得

み
る

へ
き
物

也
、
是
し
や
と
云
心
に
て
は
、

つ
エ
に
通

ふ
也
、

玉
に
も

ぬ
け

る
春

1
＼

(合
点
ハ
墨
、
以
下
同
ジ
)

2

の
柳

か
、
此

か

ハ
哉
也

、
哉
と
云
事

に
、

か
に
と
云

て
を

は
あ
り
、
か

に
と

ヨ

云
て
に
を

は

瓦
、

か
様

に
と
云
心
也
、
哥

の
腰

に
わ

ろ
く
筒
と
置
て

は
哉
と

エ
ま
ら

ぬ
也
、
哉
ど
を
き

て
も
、

つ
瓦
と
と
ま
り
か
た
し
、
哉
に

つ
x
と
云

心
所

に
よ
り

て
あ
り
、
百
人
壱
首

の
中

に
、
ハ

し
れ
す
こ
そ
思
ひ
初

し
洪

、

4
＼

＼

5

此

か

ハ
哉

に
て

ハ
な
し
、
有
人
か
文
字
畆情
由
と
云
≧
、
不
用
之

一
い
ひ
な
か
す
哉

の
事
、
是

ハ
下
に
て
皆
す
む
也
、
ふ
き

な
か
す
哉
、
名
目

ハ

か
は
れ
と
も
、
同
事

也
、

又
治
定
す

る
哉
も
、
云
な

か
す
哉

の
内
也
、
其
内

に
、
治
定
す

る
哉
と

云
な

か
す
哉
と
少
あ
や
あ
り
、

後
鳥
羽
院
御
哥

　

　

　

今

日
と

て
や
大
宮
人

の
か

へ
す
ら

ん
む
か
し
語

の
夏

こ
ろ
も
哉

　

　

腰

に
ら

ん
と

は
ね
て
哉
と
留
る
も
、
習

の

一
ツ
也
、
の

工
字

に
て
も
、

は
ぬ

る

の
と
、
や
と
、
通
也
、
此

哥
云
な
か
す
哉
也

、

宣
旨
典
侍
之
哥

　

　

あ

か
す
聞

心
あ

り
と

や
し
ら
さ
ら

ん
遠
さ

か
り
行
郭
公
哉

歳
暮

実
隆
卿

し
ら
す
身

に
今
幾
度

の
暮
な
嚇

ん
つ
も
れ

ハ
更

に
惜
き
年
謝

お寄
月
恋

公
条

卿

　

　

秋

に
な
と
心

つ
く
し

の
月
な
ら
ん
花
に
木
間
も
見

え
ぬ
比
哉

哥

の
腰

に
、
や
の
字

を
置

て
、
哉

と

ハ
、
と

め
ぬ
也

、
た

二
し
、
を

は
す

て

＼

9

10

や
な
と
の
類
、
名
所
は
苦

し
か
ら
す
、

1ー

へ
や

に
か
よ
ふ
也

ま
か
な
く
に
何
を
種
と
か
浮
草
の
波
の
う
ね
く

生
し
け
る
ら
ん

　

　

　

か
の
て
に
を

は
、
哉
、
や
、
是

三
ツ
は
何
も
通
也
、
心
得

へ
き
事

也
、
二
条

大
納
言
家
、
難
波

の
五
首
に
、

海
辺
鬟

鮮

驀

梺

に
あ
り

海

士
の
住
浦

の
磯
屋

に
音

た
て

X
波

よ
り
外

に
打
衣
甜

　

ヨユ

此
哉

ハ
、
と

ま
ら

ぬ
や
う

に
聞
え
た
れ
と
、
留
る
也
、
打
也
共
、
あ
る

へ
き

事
な
れ
と
も
、
猶
治
定

せ
ん
と
て
・
哉
と

跳

た
る
也
・
か
も
と
留
る
呼

哉

の
こ
二
ろ
あ
り
、

世
中

ハ
常
に
も
か
も
な
な
き
さ

こ
く
海
士

の
小
舟

の
つ
な
て
か
な
し
も

＼

15

＼

6

7

ユ

ユ
　

に
て
と
留
る
に
、
哉
と
通
る
も
あ
り
、
其
故
に
連
哥

の
第

三
に
、

に
て
留

る

を
嫌
也

、　

　

一
か

へ
る
哉

の
事

、
上

の
五
文
字

へ
成
と
も
、
腰

へ
な
り
と
も
、
と

か
く
∬

へ

　

　

か

へ
る
也
、
云

お
ほ
せ
す

し
て
、
う

へ
二
か

へ
る
哉
也
、
中

の
哉
と
云
も
、

丶

　

　ユ

腰

の
哉
を
云
也
、
上

へ
か

へ
り
て
も
聞
え

ぬ

ハ
、
下

へ
云
な
か

し

て

よ

む

也
、

五
(朱
)

四
(朱
)

20
一
(朱
)

二
(朱
)

三
(朱
)

い
か

に
せ

ん
色

に
出
な

ハ
君
と
我
と
も
に
忍
ふ
の
草

ハ
摘
共

是

ハ
腰

の
五
斈

よ
り
よ
み
く
た
し
て
・
二
の
句

へ
帰
り
て
」

の
句

へ
か

へ
る
也
、

大
ま
は
し
の
事

　

　

　

　

一
常

に
、
そ
け

る
、

こ
そ
け
れ
、
や
ら

ん
、
し

る
け
れ
、
と
留
を
、
上

の
句
下

の
句

に
て
も
あ
れ
、
畢
竟

て
に
を

は
さ

へ
ち
か

は
す

は
、

い
か
や
う
に
も
と

む

る
也
、
常

に
物
云
も
、
て

に
を
は
の
ち
か
ひ
た
る
事

ハ
い
は
れ
ぬ
也
、
是

22

に
て
分
別

し
て
、
能

≧
吟
味
可
有
事
と
も
也
、

一22一



は
ね
字

の
事

　

　

一
や

の
字
、

の
二
字
を
、
五
文
字

の
下

の
仮
名
、
四
句

め
の
下
の
仮

名
に
て
押

　

へ
ぬ
れ

は
、

は
ね
ら
る

瓦
也
、
二

の
句

の
下

の
仮

名

に
て
も
同
事
也
、
に

の

＼

＼

23

仮
名
、

は
の
仮
名
、

て
の
仮
名
、
其
外
何

の
仮
名

に
て
も
押

へ
ぬ
れ

は
、
は

　

　

　

　

　

　

ぬ
る
也
、

て
、

に
、
を
、

は
、
や

ハ
、

い
つ
れ
も
疑

の
や
也
、
春
や
む
か
し

　

の
月

に
と

は

ム
や
、
問

た
ひ
と
云
心
也
、

惣
別
哥

て
に
を
は
の
事

24

一
幾
度

も
吟

し
て
、

口
に
さ
は
ら
さ

る
に
て
相
逡
な
き

ハ
、

し
る
瓦
也
、
習

の

て
に
を
は

玉
各
別

の
事
也
、

君
か
代

ハ
千
世

に
八
ち
よ
に
、
重

て
見

る
か
よ
き

よ
し
三
光
院
殿

の
説
也
、
初

心
の
稽
古

の
時
、
古
哥

を

一
句
く

に
取

は
な

し
て
置

て
、
扨
そ
れ
を

つ
x

け
さ
せ
て
見

る
也

、
そ
れ

に
て
胸
中

の
ほ
と
を

み
て
指
南
す

る
也
と
云

≧
、

25

縁
語

に
も

、
詞
の
縁
、

心
の
縁
語
と

て
ニ
ッ
あ

り
、

筒

の
事

26

へ

一
筒

の
事
、
哥

の
と

ま
り
は
か
り
に
習
あ

り
、

つ
x
哉

に
通
と
云
事
あ
り
、
今

(朱
)

＼

＼

日
も
く

ら
し

つ
と
留

た
る
有

、
此

つ
も

つ
二
也
、

つ
x
と
と
む

る

こ

と

は

27

玉
、
行
之
字

の
心
通
也

、
又
乍

の
字

に
て
、
な

か
ら
と
云
義
也
、

し
か
ら

は

28

い
ひ
の
こ
し
て
、
三
十

一
字

の
余
清
此

一
字

に
こ
も
れ
り
、
是

に
依

て
、
大

29

形

の
秀
免

に

ハ
ゆ
る
し
用
事
な

し
、

ふ
か
く
勘
酌
あ

る

へ
き

に
や
、
此
儀

三

光

院
殿
御

説
也
、

七
月
十

一
日

氏
成

」

右
之
条

≧
水

無
瀬
中
納

言
氏
成
卿
、

九
条
道
房

公
、
松
殿
道
基
卿

江
相
伝
之
秘

30

書

也
、
申

出

シ
書

写
之

了

右
他
見
不
可
有
之
者
也

31正
保

二
年

五
月
十

一
目

32太

田
祝
正
四
位

下
賀
茂
氏
徳所

持
也

貞
享

四
年

七
月
ご
五
日
令
借
用
書
写
之
了

賀
茂
保
助

(墨
印
)

〈
乙
本
〉

(底
本
は
⑨
の
中
院
本
)

つ
Σ

ー
ナ
カ
ラ

2

つ
x
と
留
る
詞

ハ
乍

ノ
字

に
て
、
な
か
ら
と

い
ふ
儀

也
、
然

は
い
ひ
残

し
て

ヨ

　

卅

一
字

の
余
情
此

一
字

二
籠
れ
り
、

こ
れ
に
依

て
、
大
形

の
秀

逸
に

ハ
ゆ
る

　

し
用
事
な
し
、
ふ
か
く
斟

酌
有

へ
き

に
や
、
此

義
三
光

院
の
説
な

り
、

つ
鼠
の
事
、
哥
の
留

は
か
り
に
習

あ
る
な
り
、

つ
玉
の
事
、
哉

二
通

ト
云
事
あ
り
、
け
ふ
も
く

ら
し

つ
と
留

た
る
あ

り
、
此

つ
も

つ
x
也
、

哉

　

か
な
の
事
、
所
に
よ
り
て
言
語
道

断
と

い
ふ
心
あ
り
、

心
得

み
る

へ
き
也
、

玉

に
も
ぬ
け
る
春

の
柳

か

此
か
も
哉
也
、

む

　

哉
と

い
ふ
こ
と
に
か

に
と

い
ふ
て
に
を

ハ
あ
り
、
か
に
と

い
ふ

て

に

を

は

　

エ
、
や
う
に
と
云
心
也
、

　

哥

の
腰

に
わ
ろ
く

つ
X
と
置

て

ハ
、
哉

と
と
ま
ら
ぬ
也
、
哉
と
置

て
も
、

つ

x
と
留
か
た
し
、
哉
に

つ
二
と
云
心
、
所

に
よ
り
て
あ

り
、

}23
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百
人

一
首
中

二

人

し
れ
す

こ
そ
思

ひ
初
し
が

10

n
此

か

ハ
哉

に
て

ハ
芒

、
或
人
か
斈

清
由
と

写
云
、
不
用
之
、

一
い
ひ
な
か
す
哉
之
事

(行
間
二
書
ク
)

い
ひ
な
か
す
哉

ハ
、
下
に
て
事
済
也
、

ふ
き
な

か
す
哉
、
名

目

ぐ

か

は

れ

む

共

、

同
事

也

、

い

ひ

お

ほ

せ

た

る
哉

也

、

一
か

へ
る
哉

の
事

(行
憫

二
書
ク
)

お

上

の
五
文
字

へ
成
共
、

こ
し

へ
成
と
も
、
と

か
く
上

へ
か

へ
る
哉
也
、
云
お

ヒ

ほ
せ
す
し

て
上

へ
か

へ
る
哉
也
、

、

中

の
哉
切
事
、
腰

の
哉
也
、
上

へ
か

へ
り
て
も
聞
え
ぬ

ハ
下

へ
い
ひ
な
か
し

ユ

て
も
読
候
、

い
ひ
な
か
す
哉
之
事

　

　

ユ

ユ

治
定
す

る
哉

も
い
ひ
な
か
す
哉

の
内

に
て
候

」
其
内

に
い
ひ
な

か
す
と
猶
治

定

せ
ん
為

の
哉

、
少
あ

や
あ
り
、

い
ひ
な

か
す
哉

の
哥
、

・

・

「

〒
、

後
鳥
羽
院

け

ふ
と

て
や
大
宮
人

の
か

へ
つ
ら
ん
む
か
し
か
た
り
の
夏

衣
か
な

17

腰

に
覧
と

は
ね
て
、
哉
と
留
る
も
習

の

一
也
、
の

玉
字

に
て
も
、

は
ぬ
る
の

と
や
と
か
ま
ふ
也
為
此
哥

い
ひ
た

か
す
哉
也
、

8

,」

'

幽

宣
旨
典
侍

ユ

あ
か
す
き
く
心
あ
り
と
や
し
ら
さ
ら
ん
遠
さ
か
り
行
時
鳥
哉

歳
暮

実
隆

し
ら
す
身
に
今
幾
度
の
暮
な
ら
ん
つ
も
れ
は
さ
ら
に
惜
き
年
哉

寄
月
花

「

公
条

秋

に
な
と
心

つ
く
し

の
月
な
ら

ん
花
に
木

の
間
も
み
え
ぬ
比
哉

哥

の
腰

に
や

の
字
を
置
て
、
哉

と

ハ
と

め
ぬ
也

、
但
す

て
や
、
名
所

の
や

ハ
不
苦
と
也
、

み
よ
し
野
や
、
な
と
の
類
也
、

小
野
小
町

へ
や
に
か
よ
ふ
也

ま
か
鮫
く

に
何

を
種
と

か
萍

の
波

の
う
ね
/
＼

生

し
け

る
ら

ん

ユ

咏
の
て
に
を
は
、

や
、
哉
、
此

三

ハ
何
も
通
也
、
心
得

へ
き
事
也
、

ウ
け

サ

ニ
条
入
道
大
納
言
家
難
波
五
首

海
辺
擣
耀

庵
奪

集

海
士

の
住
浦

の
磯
屋
に
音
た
て

玉
波
よ
り
外
に
衣
う

つ
哉

右
の
冀

・
ー

ら
ぬ
や
畜

嶽

ハ噸
ギ

輿

喧

も
有

へ
き
事

な
れ

共
、
波

よ
り
外

に
と
あ

る
を
、
猶
治
定

せ
ん
と

て
靜
と

留
儀
也
、

か
も
と
留

に
哉

の
心
あ
り
、

24
へ
か
文
字
清

泄
中

ハ
常

に
も
か
も
な
渚

こ
く
海
士

の
小
舟
の

つ
な
て
か
な

し
も

　に
て
留
に
哉
と
通
ふ
も
あ
り
、
故
に
連
歌
第

三
に
、

に
て
留
を
嫌
也
、

大
ま
は
七
の
事

常

二
こ
そ
け
れ
、
そ
け

る
、

し
て
げ
れ
、
や
ら

ん
と
留
る
を
、
上
句
下
句
に

て
も
あ
れ
、
畢

竟

て
に
を

は
さ

へ
不
逡

ハ
、

い
か
や
う
に
も
留

也
、
常

に
物

い
ふ
も
、

て
に
を
砺

の
逡

た
る
事

ハ
い
は
れ
ぬ
事
也
、
是

に
て
分

別
し
て
能

　

≧
吟
味

あ
る

へ
き

事
也
、

}24一



、は
ね
字

の
事

中

の
五
文
字

の
下

の
仮
名
、
四
句

め
の
下
の
仮

名
に
て
押

へ
ぬ
れ

ハ
、

は
ね

ら
る

X
也
、

ニ
ノ
句

の
下

ノ
仮

名
に
て
も
同
事
也

、
に
の

仮

名
、

は

の

仮

名
(
て

の
仮
名
、
其

外
何

の
仮
名

に
て
も
押

へ
ぬ
れ

ハ
、

は
ぬ
る
也
、
て

に

27

を

ハ
の
や

ハ
何
も
疑

の
や

に
て
候
、

へ
の
丶
で
に
を
ハ
也

春
や
昔

の
月

に
と

は
」
や
と

ハ
、
問
た

ひ
と

い
ふ
心
也
、

惣
別
哥

の
て
に
を

ハ
の
事

幾
度
も
吟
し
て

口
に
さ
は
ら
さ
る
に
て
相
逡

な
き

ハ
し
る

二
也
、

習

の
て
に
を

ハ
玉
各
別
の
事
也
、

28

君
か
代

ハ
千
世
に
や
ち
よ
に
i

　

　
　

み
メ

　
　

重

而
見

る
か

、。
よ
↓
、

三
光
院
説
、

初

心
稽
古

ノ
時
、を

古
量

句
ー

吻
取

は
な

ち
置

て
、
さ

て
そ
れ
を

つ
・
け
さ

せ
て
み
る
也
、

其

に
て
胸
中

の
程
を
み

て
指
南
す
る
也
、

30

縁
語

に
も
詞

の
縁
、
心

の
縁
語

二
あ
り
、

31此

一
巻
包
紙

の
書
付
写
之

一
つ
エ
、
行

ノ
字

の
心
に
通
す

、

一
く
ら
し

つ
、
是
も

つ
鼠
也
、

一
哉
、
是
じ
や
と
云
心
も
あ
り
、

.
此
心
に
て

つ
玉
に
通
欽

、

三

二

い
か
に
せ
ん
色
に
出
な

ハ
君
と
わ
れ
と
も

に
忍

の
草

ハ
摘
と
も

是

ハ
ニ
ノ
句

へ
返

ル
て
に
を
は
也
、
扨

又
初

五
文
字

へ
返

る
也
、

32

ー
又
連
哥
抄
に
如
此
あ
る
由
、
或
人
物
語
を
書
付
候
ハ

田
子

の
浦

に
打
出
て
み
れ

ハ
白
妙
の
ふ
し
の
た
か
ね
に
雪

ハ
降

つ
玉

33

此

つ

x

ハ
、

け

り

に

通

す

と
あ

る

由

二
候

、

校

異

〈
甲
本
>

1
此

か
ー

こ
れ

(
三
)

2
て
に
を

は
ー

て
に

ハ

(
東
)

3
置

て

は
ー
を
き
候

て

ハ

(
東
)

4
此
か
ー

こ
れ

(
三
)

5
清

由
と
云
≧
ー
清

へ

し
と

い

へ
り

(
三
)

清
由
を
云
云
≧

(
東
)

6
す

む
1
結

ふ

(
三
)

7
か

へ
す
ー
か

へ
ぬ

(
三
)

8
寄
月
恋
ー

ナ
シ

(
三
)

9
類
ー

ナ
シ

(
三
)

10
す
ー

し

(
三
)

11
や
に
か
よ
ふ

也

ー

ナ

シ

(東
)

12
頓

阿

ー

ナ

シ

(
三
)

13
と
ー
と
も

(
三
)

14
に
ー

よ
り

(
三
)

15
と
ー

ナ
シ

(
三
)

16
に
ー

ナ
シ

(東
)

17
に
て
留

る
ー

に
て
留

18
上

へ
1
上

(
三
)

19
云

な
か
し
て
ー

云
な

か
し
て
も

(東
)

20
君
と
1
君

か

(東
)

21

一
の
句

へ

か

へ
る
也
ー

ナ
シ

(
三
)

22
事
と
も
ー

こ
と

(
三
)

23
は
ぬ
る
レ

は
ね
る

(東
)

24
吟

し
て
ー
吟
味

し
て

(東
)

25
あ
り
ー

ナ
シ

(
三
)

26
筒

の

事
ー

ナ
シ

(
三
)

27
な
か
ら
ー
な

か
ら

の
字
也

(
三
)

28

こ
も
れ
り
ー

こ

も
れ

る

(
三
)

29
秀
免
-
秀
逸

(
三

・
東
)

30
申
出
シ
ー

申
出

(
三

・
東
)

31
正
保

二
年
-
以
下

ナ
シ

(
三
)

32
太
田
祝
ー

以
下

ナ
シ

(東
)

〈
乙
誕

篝

ヵ

,フ
ー

ナ
シ

2
儀
-

義

3
些

字
ー

ナ
シ

4
.」
れ

援

て
ー

こ
に

つ
れ
て

5

の
ー

ナ
シ

6
也
1

も
の
也

7
て
に
を
は

玉
1

て
に

ミ

は
x

8
也
ー
あ
り

9
と
ー

ナ
シ

ー0
云
云
ー

云
也

11

一
い
ひ
な

か

す

哉

之

事
i

ナ
シ

ー2
哉
ー

ナ
シ

ー3

へ
ー

ナ
シ

ー4
候
1
な

り

15
に
て
候
-
也

16
と
1
哉
と

17

の
㌧
字
1

の
文
字

18
あ

り
ー

や
り

19
て
に
を

は
ー

て
に

は

20

二
条
入
道
大
納
言
家
難
波

五
首
コ

ナ
シ

21
草
庵
和
哥
集
ー

ナ
シ

22

一25[



た
れ
1
侍
れ

23
哉
と
留
儀
也
-

哉

の
心
有

24
か
文
字
清
ー

ナ
シ

25
に
て

留

に
!

一
に
て
留

の
事

に
て
と
留

る
に

26
事
ー

ナ
シ

27
や
に
て
候
1
や

う
也

28
-

ー

ナ
シ

29
説
-

説
也

30
縁
語
!
縁

31
此

一
巻
包
紙

の
書

付

写
之
ー

ナ
シ

32
候
ー

ナ
シ

33

二
候
-
也

〈
註
〉(

1
)

川
平

「『和
歌
之
切
字
可
心
得
事
』
ご
種
」。

(
2
)

信
濃
小
路
の
姓
は

『九
条
家
文
書
』

(図
書
寮
叢
刊
)
に
、
信
濃
小
路
長
盛
を

始
め
、
散
見
す
る

(「
日
根
荘
関
係
文
書
」
二
七
三

・
二
七
九

・
二
九
二
な
ど
)。
。

「
九
条
家
代
々
譲
状
遺
誠
類
」
の
う
ち

「
三
六

九
条
稙
通
譲
状
由
緒
地
目
録
」

(
天
正
二
年
(
脳
))
に
は
、
石
井

・
唐
橋

の
家

々
に
次
い
で
、

コ

、
信
乃
小
路

給
地
少
分
L
と
見
え
、
本
資
料
に
比
較
的
近
い
時
代
に
お
け
る
同
家
の
家
格

の
程

を
知
り
う
る
。
た
だ
し
当
該
伝
受
奥
書
に
云
う

「信
濃
小
路
淡
路
守
」
に
つ
い
て

は
未
詳
。

(
3
)

註
1
川
平
稿
参
照
。

(
4
)

も
と
よ
り
重
要
な
の
は
、
説
の
内
実
と
そ
の
位
置
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「哉
」

の
修
辞
的
効
果
に
関
す
る
類
型
論
と
合
わ
せ
て
、

「
つ
ン
」
留
ま
り
の
使
用
に
対

し
て
過
度
の
挿
制
と
も
映
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
押
え
て
お
き
た
い
。

(
5
)

筆
蹟
は
乙
本
⑩
の
そ
れ
と
同

一
か
。
す
な
わ
ち
文
面
に
云
う

「
以
類
本
令
模
書

候
」
由
の
本
は
、
即
ち
⑩
を
指
す
か
。

が
を
与
え
ら
れ
た
同

茂
に
深
謝

し
た
い
。

「26一

〈
付
記
〉

翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
静
嘉
堂
文
庫
な
ら
び

に
京
都
大
学
附
属
図

書

館

は

じ

め
、
御
高
配
賜

っ
た
各
文
庫

へ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。

入
稿
後
、
日
下
幸
男
氏
よ
り
、
京
大
中

院
本
の
当
該

資
料
な
ら
び
に
他

の
関

連
資
料

(
筆
者
未
見

の
も
の
あ
り
)
に

つ
き
細

か
く
御
教
示

を
得

た
。
筆

者

の
判

断
と
は
異
な
る
見
解
を
含

ん
で
お
り
、
有
益

で
あ

っ
た
。
さ

ら
に
考
え

る
よ
す
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